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加増みつ子   遠山ちえ子  

関戸  勇   小池えつ子  

取手市予算案では、ふるさ

と応援寄附金１０億円を見込

み、歳出に事務費・返礼品等、

応援寄附金推進事業費を１５

億２,６００万円（前年比１３

億８６９万円増）計上してい

ます。 

寄附受け入れ側の事務費な

ど負担が「寄附金」よりも多

く、寄付金が増えれば増える

ほど事務費等が拡大、受け入

れ自治体の負担が増える「本

末転倒」の制度の問題点が新

年度予算案に表れています。 

１．魅力ある都市空間づくり  

○取手駅北土地区画整理事業  

【西口交通広場とペデストリアンデッキ整備を予定。

市の不公正な区画整理事業の進め方により地権

者の同意が得られず現在事業は足踏み状態です。】 

○桑原地区整備推進事業 

【広大な水田農地を壊し大規模な商業・業務施設

を計画】 

○取手駅東口喫煙所改修（交番前） 

２月２８日開会の３月定例取手市議会は、取手市

一般会計予算案をはじめ、４４億円も基金をため込

んだ国保会計など特別会計予算案や各種条例案、市

民からの請願など、くらしと健康にかかわる重要案

件が審議されます。日本共産党は「コロナ禍」での

くらしと営業を守ること、何よりも命と健康を守る

予算とコロナ対策の実施、市民主体の街づくりを求

め全力を尽くします。 
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２０２２年度一般会

計当初予算(案)３９０

億１,０００万円、前年

度当初予算との比較で

２２億１,０００万円増

（前年比６％増）の過去

最大の予算規模となり

ます。その要因は、２０

２１年度から専門部署

を設置して拡大を図っ

ている、ふるさと取手応

援寄付金の大幅な増加

に伴い、ふるさと取手応

援寄付金推進事業が１

３億８６９万円増とな

ったことなどに伴うも

のとしています。 

２．定住化促進事業  

○シティプロモーション推進事業 

○定住化促進住宅補助事業等 

○わくわく取手生活実現事業 

○創業支援等事業 

市の知名度魅力度の向上で定住人口増へ、住

宅取得や家賃補助を実施。県との連携で移住者

への補助で子育て世代等定住化促進。起業を志

す人への支援を行う。 

３．少子高齢化社会への対応 

○白山保育所外壁改修、  

○健康づくり支援事業 

○地域包括支援センター増設 

藤代地域の支援センターを１から２か所に増設  

○取手駅構内ホームドア・エレベーター整備 

【東口構内バリアフリー化は

長年の利用者の悲願です。と

ころが、エレベーターもホー

ムドアも設置ホームは、平日

の日中と土休日も、電車が来

ない千代田線ホームです。バ

リアフリー化目的で補助金を

支出する取手市の優先度の選

択に批判が上がっています。】 

４．安全・安心な教育環境の実現 

○中学校部活動指導員配置 

公立中学校に部活動指導員を配置し、多忙を極

める教職員の負担軽減を図る 

○白山小校舎・体育館改良事業 

○通学路整備事業 

必要経費に１５億２,６００万円 

2月 28日～3月 15日 

地域包括支援センター設置予定の
取手市役所藤代庁舎 

予定より大幅に遅れ整備工事中の取手駅西口暫定交通広場 
（Ａ街区・２月 21 日撮影） 

取手駅東口広場から見るＪＲ駅舎 
（２月 21 日撮影） 
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 引き続きの署名協力を      

会は、｢『コロナ禍』の中、活動も

困難な中で多くの署名が寄せられ

た。議会はこの声に応えてほしい｣

と、引き続き署名への協力を呼び掛

けています。 

（請願署名追加は、市議会最終日（３

月１５日予定）迄有効ですが、２月中

にと呼びかけています） 

２月 28日（月） 本会議 １０時 開会、議案上程・説明・質疑・付託 

一部議案・討論・採決 

請願上程・説明・質疑・付託 

３月１日（火） 本会議 １０時 一般質問（斎藤・海東・久保田・染谷・ 

石井・小堤・岩澤） 

  ２ （水） 本会議 １０時 一般質問（根岸・鈴木・細谷・遠山・ 

小池・佐藤・落合・赤羽・加増・関戸） 

  ３ （木）  １０時 総務文教常任委員会    関戸 

  ４ （金）  １０時 福祉厚生常任委員会    加増・遠山 

  ５ （土） 
休 会 

  

  ６ （日）   

  ７ （月）  １０時 建設経済常任委員会    小池 

  ８ （火）  １０時 一般会計予算審査特別委員会 遠山・小池 

  ９ （水）  １０時 一般会計予算審査特別委員会 遠山・小池 

１０ （木）  １０時 一般会計予算審査特別委員会 遠山・小池 

１１ （金）  １３時 デモテック戦略特別委員会 遠山 

１２ （土） 

休 会 

  

１３ （日）   

１４ （月）   

１５ （火） 本会議 １０時 委員長報告・質疑・討論・採決 

 

2022 年３月定例取手市議会の日程 

１ ５ ５ ０筆 第1次 提出 

取手地域社会保障推進協議会 

取手地域社会保障推進協議会（医

療福祉生協いばらき・年金者組合・新

婦人・民商など参加）は２月１８日、

「▲国保税引き下げ ▲１８歳以下

の均等割り全額減免 ▲基金の公平

な還付を求める請願」署名１５５０

筆を、第一次分として取手市議会に

提出しました。 

➀ ３回目ワクチン接種促進を 

② ＰＣＲ検査（抗原検査含む）市独自でも行う事 

③ 臨時交付金をすべての子育て世帯に 

気候危機回避とゴミ減量化 

➀ 資源物が不燃ごみの７０％も、プラ製容器の回

収を週１回に戻すこと 

② 気候危機回避視点の取り組みを進めること 

③ 広報「じょうそう」を全世帯に 

➀ 加入者の健康・くらし守る国保制度に 

② 減免対象拡大で納められる国保へ 

③ 課税２方式変更へのシミュレーションについて 

④ 中小企業労働者なみに国保税の引下げ 

➀ 暫定広場の整備見通し明らかに 

② 地権者の同意大前提に交通広場早期整備を 

③ 地権者の同意を得るための市長の政治責任が問

われる 

公共施設総合管理計画第一次行動計画 

➀ 公共施設の管理運営は市民主体に 

② 市民の活動拠点縮減は地域の衰退招く 

➀ 全員担任制・教育相談部会等 

② オンライン授業での課題 

民間委託された子どもクラブ 

(高井･東･藤代小)の運営状況 

➀ 業務委託仕様書通り進められているか 

② 子どもの権利条約の視点からの検証を 
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新型コロナ感染症から命と暮しを守る 

  市議 

国保税引き下げと基金の還元を求める 

 市議 

取手駅西口土地区画整理事業 

 市議 

いじめ防止対策の検証とその対応を問う 

 市議 

＊コロナ感染拡大への備え３月２５日までの会期とし、取

手市において感染拡大が認められない場合は、３月１５日

に議決し閉会する予定。一般質問は一人３０分に短縮。 


